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夏
ま
つ
り
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
今
号
は
美
し
ヶ
丘
の
歴
史
特
集
を

組
み
ま
し
た
。 

住
宅
開
発
が
進
み
人
口
が
増
加
す
る
に

つ
れ
、
王
寺
駅
へ
の
バ
ス
路
線
が
開
設
さ

れ
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
小
学
校
や
幼
稚

園
、
公
園
、
駐
在
所
が
設
立
し
、
ス
ー
パ
ー

等
商
店
も
開
店
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進

み
、
利
便
性
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

王
寺
南
小
学
校
は
、
昭
和
62
年
に
工
事
着

工
し
、
平
成
元
年
に
王
寺
小
学
校
か
ら
分
離

し
開
校
さ
れ
、
転
校
生
の
受
け
入
れ
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

開
校
当
時
か
ら
児
童
の
人
数
も
増
え
ま

し
た
が
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
児
童
の
人

数
が
一
旦
減
少
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
後
ス
カ
イ
ヒ
ル
ズ
が
完
成

し
、
再
び
児
童
数
が
増
加
し
、
子
ど
も
の
声

が
聞
こ
え
る
活
気
あ
ふ
れ
た
街
に
戻
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

小
学
児
童
数
の
推
移
は
次
の
通
り
で
す
。 

   

 

昭
和
60
年
１
月
、
美
し

ヶ
丘
自
治
会
が
発
足
し
、

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

第
１
回
設
立
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

初
代
自
治
会
長
は
、
萬

木
一
治
氏
で
、
平
成
11
年

ま
で
の
15
期
に
わ
た
り

ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
塩
崎
徳
弘
氏

（
16
期
、
17
期
） 

横
山

奉
典
氏
（
18
期
、
19
期
、

20
期
、
21
期
） 

沖
優
子

氏
（
22
期
、
23
期
、
24

期
、
25
期
） 

森
俊
一
郎

氏
（
26
期
、
27
期
、
28

期
、
29
期
） 

荒
井
隆
昭

氏
（
30
期
、
31
期
） 

山

元
剛
氏
（
32
期
、
33
期
、

34
期
、
35
期
） 

上
平
隆

巳
氏
（
現
会
長
）
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

歴
代
会
長
の
地
道
な

努
力
が
今
日
の
自
治
会

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
歴
代
会
長
を
は
じ

め
役
員
の
皆
様
の
長
年

の
ご
尽
力
に
感
謝
致
し

ま
す
。 

◆
美
し
ヶ
丘
の
歴
史 

町
内
の
最
高
峰
明
神
山
（
標
高
２
７
３
．

６
ｍ
）
の
麓
に
、
こ
の
溶
岩
台
地
が
開
発
さ

れ
、
現
在
の
美
し
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
で

き
ま
し
た
。 

住
宅
構
想
は
、
昭
和
52
年
２
月
に
計
画
さ

れ
、
昭
和
55
年
フ
ジ
タ
工
業
と
東
急
不
動
産

に
よ
り
開
発
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
57

年
５
月
の
分
譲
開
始
時
の
計
画
は
、
総
面
積

６
０
５
，
０
０
０
㎡
、
戸
数
１
４
３
７
戸
、

人
口
５
７
５
２
人
と
さ
れ
ま
し
た
。 

美
し
ヶ
丘
の
地
名
の
明
神
、
太
子
の
由
来

は
、
送
迎
大
神
宮(

ひ
る
め
だ
い
じ
ん
ぐ
う)

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
明
神
山
の
「
明
神
」
と
、

飛
鳥
時
代
に
聖
徳
太
子
が
通
っ
た
と
さ
れ

る
送
迎
道(

ひ
る
め
み
ち)

が
あ
っ
た
こ
と

に
因
ん
で
「
太
子
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

大
阪
国
分
と
王
寺
町
を
結
ぶ
道
と
し
て
、
畠

田
の
送
迎
（
ひ
る
め
）
か
ら
明
神
山
を
超
え

る
道
が
利
用
さ
れ
て
お
り
送
迎
越
え(

ひ
る

め
ご
え)
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。(

王
寺
町

史
か
ら) 

美
し
ヶ
丘
の
人
口
の
推
移 

 

昭和 58 年 明神１丁目バス停前 平成 12 年 明神４丁目ﾊﾞｽﾛｰﾀﾘｰ前 昭和 58 年 畠田公園 

写真提供 王寺町地域整備部  

(人) 

(人) 

(世帯) お知らせ 

ホッとさろん美しヶ丘 

9月～12月 

お休みします 



２０２１．９．１１                令和３年６月〜８月                            第１７７号 

自治会のホームページを見てみましょう！  美しヶ丘自治会 奈良県王寺町  検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆
夏
ま
つ
り
の
歴
史 

 
平
成
２
年
第
１
回
美
し
ヶ
丘
夏
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

以
和
貴
会
、
各
支
部
、
各
班
長
、
子
供

会
、
王
寺
南
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
、
各
種
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
に
よ
り
、
盆

踊
り
、
夜
店
が
並
び
老
若
男
女
が
楽
し
い

ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

あ
る
年
で
は
急
に
大
雨
と
な
り
、
テ
ン

ト
に
雨
水
が
溜
ま
っ
た
り
雨
宿
り
し
た

り
大
変
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
こ
れ
も
楽
し
か
っ
た
思
い
出
で
す
。 

 

今
回
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
連
続
２
回

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
こ
そ
は
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
、
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

そ
の
時
は
皆
さ
ん
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。 

    

◆
美
し
ヶ
丘
の
空
き
家
状
況 

 

平
成
27
年
の
調
査
で
は
、
住
居
戸
数

明
神
１
～
４
丁
目 

９
６
４
戸
で
空
き

家
は
18
件 

空
き
家
率
1.9
％ 

住
居
戸
数
太
子
１
～
３
丁
目 

５
６
０

戸
で
空
き
家
は

19

件 

空
き
家
率

3.4
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

王
寺
町
で
は
現
在
調
査
中
で
、
最
新
の

結
果
は
、
令
和
４
年
４
月
に
王
寺
町
か
ら

発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

近
年
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
庭
木
の

繁
茂
に
よ
る
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

や
相
談
件
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

〇
防
災
倉
庫
の
充
実
に
協
力
を 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
急

増
が
耳
目
を
に
ぎ
わ
し
た
今
年
の
お
盆
休
み
。
一
方

で
は
日
本
各
地
で
の
長
雨
に
よ
る
甚
大
被
害
は
、
私

達
に
地
域
防
災
に
向
け
た
日
頃
の
備
え
の
大
切
さ
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
わ
が
美
し
ヶ
丘
に
３
つ
目
の
防
災
倉

庫
が
太
子
３
丁
目
公
園
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
、
ご
存

じ
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
自
主
防
災
会
で
は
今
後
、

各
倉
庫
に
必
要
な
物
資
や
用
具
の
備
蓄
を
進
め
る
う

え
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ア
イ
デ
ア
を
頂
き
な

が
ら
防
災
物
資
の
寄
付
も
お
願
い
し
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
。 

公
園
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
に
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

防
災
倉
庫
。
私
た
ち
住
民
に
と
っ
て
防
災
意
識
を
今

一
度
醸
成
す
る
契
機
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

〇
達
磨
寺
で
南
小
生
徒
が
郷
土
を
体
感
！ 

 

美
し
ヶ
丘
の
住
民
な
ら
誰
も
が
知
っ
て
い
る

「
達
磨
寺
」。
最
近
は
聖
徳
太
子
の
愛
犬
キ
ャ
ラ
で

寺
を
訪
れ
る
方
も
多
い
と
か
。
寺
の
起
源
は
聖
徳

太
子
が
自
ら
刻
ん
だ
達
磨
像
を
祀
っ
た
の
が
始
ま

り
ら
し
く
、
こ
ん
な
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
が
私
達
の
身

近
に
あ
る
と
は
実
に
う
れ
し
く
誇
ら
し
い
限
り
で

す
。 ７

月
14
日
、
こ
の
達
磨
寺
を
郷
土
学
習
の
一
環

と
し
て
王
寺
南
小
学
校
６
年
の
生
徒
達
が
見
学
に

訪
れ
ま
し
た
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
丁
寧

な
説
明
に
よ
り
、
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
徒
た
ち
が
郷
土
の
名

跡
を
知
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
の
歴
史
や
自
然

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。 

  

   
  

〇
明
神
山
参
道
、
只
今 

お
色
直
し
中
！ 

   

昨
年
、「
葛
城
修
験
」
関
連
で

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
明

神
山
」
。
今
や
月
に
約
１
万
人

が
登
山
を
楽
し
ん
で
い
る
と

い
う
隠
れ
た
人
気
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
町

内
外
か
ら
の
高
齢
の
方
の
登

山
が
多
い
と
か
。
今
、
コ
ロ
ナ

禍
で
巣
ご
も
り
状
態
を
強
い

ら
れ
て
い
る
？
元
気
な
高
齢

者
達
に
と
っ
て
健
康
維
持
は

も
ち
ろ
ん
、
手
近
か
で
自
然
に

触
れ
合
え
る
一
石
二
鳥
の
オ

ア
シ
ス
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
ん
な
健
康
ス
ポ
ッ
ト
も

昨
今
、
参
道
の
一
部
で
路
肩
の

風
化
等
に
よ
り
危
険
個
所
が

目
立
つ
こ
と
か
ら
、
登
山
の
安

全
の
た
め
町
が
一
部
通
行
止

め
を
行
い
12
月
を
目
途
に
改

修
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。 

古
く
は
聖
徳
太
子
が
参
道

途
中
の
送
迎
峠(

ひ
る
め
と
う

げ)

を
越
え
、
難
波
京
と
の
間

を
行
き
来
し
た
と
か
。
そ
ん
な

往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る

歴
史
遺
産
。
早
く
安
全
安
心
な

参
拝
道
と
し
て
完
全
復
活
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。 

 

ベ
ル
マ
ー
ク
運
動 

参
加
の
お
知
ら
せ 

 

王
寺
南
小
学
校
の
PTA
で
は
、
学
校
教

育
活
動
の
実
施
や
施
設
設
備
の
一
助

と
し
て
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

回
収
の
自
粛
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
度
よ
り
活
動
を
再
開
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
に
つ
い
て 

 

ベ
ル
マ
ー
ク
は
数
え
や
す
い
よ
う

に
適
当
な
大
き
さ
形
に
切
っ
て
回
収

箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

・
丸
い
マ
ー
ク
は
周
囲
を
残
し
て
四
角

に
し
て
切
る
。 

・
小
さ
な
マ
ー
ク
は
周
囲
に
余
裕
を
持

た
せ
て
２
セ
ン
チ
角
程
度
に
切
る
。 

・
つ
な
が
っ
た
マ
ー
ク
は
切
り
離
さ
ず 

全
体
を
一
枚
に
切
る
。 

・
ビ
ン
な
ど
に
付
い
て
い
る
マ
ー
ク
は 

カ
ッ
タ
ー
等
で
切
り
離
す
。 

切
り
損
な
っ
て
も
半
分
以
上
残
っ

て
い
れ
ば
有
効
で
す
。 

ベ
ル
マ
ー
ク
の
回
収
箱
は
、
本
年
度
よ

り
『
ス
ー
パ
ー
ヤ
オ
ヒ
コ
美
し
ヶ
丘

店
』
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

皆
様
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

太子３丁目公園 防災倉庫 達磨寺にて郷土学習 


